喫煙と新型インフルエンザの真実
－ワクチン接種ともに「禁煙」を！－
１．タバコの煙の気道へ与える影響
（1）タバコ煙は、4000種類の化学物質の集合体です。その中には、様々な発がん性
物質、ニコチン、オキシダント、ダイオキシン、カドミウム、ヒ素、一酸化炭
素などを含みます。
（2）タバコ煙は、気道を異物から防御する機能を障害します。
（3）気道への細菌付着を誘発します。
２．タバコを吸うと、インフルエンザにかかりやすく、重症化しやすい
（1）米国復員軍人293,958名のデータ

喫煙により、インフルエンザ・肺炎による死亡リスクは1.78倍上昇します。
（2）H1N1タイプのA型インフルエンザが流行したイスラエル軍336名のデータ

喫煙者はインフルエンザ感染のリスクが高く、重症化に関わる因子の４割は

喫煙が原因でした。（H1N1は今流行している新型インフルエンザと同タイプ）
（3）インフルエンザの流行があった女性軍人173名のデータ
喫煙者は1.44倍インフルエンザに感染しやすいのです。
３．インフルエンザ感染に対する禁煙の効果
（1）禁煙は、インフルエンザにかかる危険性を減らします。
（2）禁煙は、インフルエンザ罹患時の重症化を減らします。
（3）禁煙は、ワクチン接種の効果を高め、喫煙継続はワクチンの効果を弱めます。

(4) 禁煙は、喫煙する人自身の肺の病気を減らし、受動喫煙による家族の気道症状
の悪化を予防します。
自らの体のため、新型インフルエンザワクチンを接種されたこのときに
禁煙にもチャレンジしましょう
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